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第25回
詩人たちの戦争

大橋愛由等

★

それは〈詩人たちの戦争〉だったのかもしれない。スペイン内戦

（1936－1939）は、共和派側と叛乱軍側におおくの犠牲者がでた。

われらのフ工デリコ・ガルシア・ロルカは1936年8月19日に故郷

グラナダでフランコ叛乱華によって銃殺されている。このフェデ

リコの死は、同時代のスペインの詩人たちにとって衝撃が大き

く、マテヤード、アルベルディは追悼詩を書いている。内戦が終

結したの与、二人は共和派側であったために、ピレネーを超えて

フランスに逃げる。しかしマチヤードは心労のために客地で死

去。アルベルディはなんとかパリに逃れたのちアルゼンチンやロ
ーマで亡命生活を余儀なくされた。この戦争で忘れてはならない

のは国際旅団という名の多国籍義勇兵が多く参加したことであ

る。アイルランドの詩人チャーリー・ドネリーも参戦。「Even

theoiivesarebleeding（オリーブさえ血を流している）」という

言葉を残して戦死している。この内戦が導火線となって第二次世

界大戦が勃発していることを忘れてはならない。ちょうどこの構

図がそっくりそのまま今のロシアによる〈ウクライナ侵攻〉→

〈第三次世界大戦〉にも連関しそうで、怖い。

EventheoIivesarebieeding

〈ロルカ詩祭）は、スペインの国

民的詩人であるフェデリコ・ガル

シア・ロルカ（1898－1936）がファ

シストによって銃殺された8月19

日近くの土曜日に開催する詩の朗

読会です。ロルカ生誕100年の

1998年から神戸三宮のスペイン

料理カルメンで開催しています。

〈朗読の伴奏者〉

田村太一
神戸市出身。16歳～23歳までアメ

リカで過ごす。ランディ一・ワイヤ
ーに師事。ロックバンド　rKAYA」

のギタリストとしてメジャーデビュ
ー。バンド解散後、ソロギタリスト

として音楽ジャンルにとらわれない

音楽活動を展開している。

ロルカ詩集会場スペイン料理カルメン 
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